
02　天塩町二十歳の集い＆
第 50 回町民スキー大会

03　暮らしのお知らせ
04　小学校入学児童・中学校卒業

　生徒のご紹介／マチの伝言板
08　協力隊通信

09　町民カレンダー
10　病院だより
11　こんにちは保健師です
12　マチの話題
14　ひとのうごき

天塩漁港からのぞむ利尻富士、夕景【１月 17 日】
（撮影：宇恵 諒介）

今月の内容
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１
月
12
日
、「
天
塩
町
二
十
歳
の
集
い
」
が

社
会
福
祉
会
館
に
て
開
催
さ
れ
今
年
度
、

二
十
歳
を
迎
え
る
男
女
21
名
が
晴
れ
着
、
ス
ー

ツ
姿
で
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
西
村
教

育
長
が
式
辞
に
て
「
皆
さ
ん
に
は
小
さ
な
町

だ
が
落
ち
着
け
る
場
所
が
天
塩
に
は
あ
る
。

こ
の
町
で
育
っ
た
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
一
層
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

佐
久
間
晴
さ
ん
、
佐
藤
涼
香
さ
ん
が
二
十

歳
代
表
と
し
て
「
激
動
す
る
社
会
に
向
か
っ
て

力
強
く
踏
み
出
す
決
意
を
心
に
銘
記
し
、
自

主
的
精
神
に
満
ち
た
人
間
と
な
っ
て
豊
か
な

天
塩
町
の
発
展
に
努
力
し
た
い
」
と
誓
い
ま
し

た
。
若
林
航
行
さ
ん
が
「
こ
の
自
然
豊
か
な

天
塩
町
で
育
っ
た
誇
り
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
糧
に
明
る
い
未
来
づ
く
り
に
邁
進
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

◀二十歳の宣誓をした
　佐久間晴さんと
　佐藤涼香さん

▶謝辞を述べた
　若林航行さん
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企
画
商
工
課
広
報
情
報
係

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
０
０
１

地
デ
ジ
広
報
を
終
了
し
ま
す

企
画
商
工
課
広
報
情
報
係

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
０
０
１

求
人
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

令
和
２
年
度
よ
り
運
用
し
て
お
り
ま

し
た「
地
デ
ジ
広
報（
Ｕ
Ｈ
Ｂ
テ
レ
ビ
）」

に
つ
き
ま
し
て
、
令
和
７
年
３
月
末

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

天
塩
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
天
塩
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

「@
InfoCanal

（
ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ

カ
ナ
ル
）」
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

■
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
配
信
し
ま
す
！

　

天
塩
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
天
塩

町
内
の
求
人
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
天
塩
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
も
配
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

求
人
掲
載
に
つ
い
て
の
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Google Play▶
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
◀ App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから！
（アットインフォカナル）

防災情報配信システム

求人情報のページは、
町ホームページトップの
下のほうにあるバナーから
見られるよ！

ここ！
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海

上

保

安

庁

職

員

募

集

■
令
和
７
年
10
月
採
用
の
職
員
（
海
上

保
安
学
校
学
生
）

《
受
付
期
間
》
２
月
20
日
（
木
）
～ 

３

月
13
日
（
木
）

《
試
験
日
程
》

第
一
次
試
験
：
５
月
11
日
（
日
）

《
受
験
資
格
》
令
和
７
年
４
月
１
日
に

お
い
て
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
及
び
令
和
７
年
９
月
ま
で
に
高

等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

■
令
和
８
年
４
月
採
用
の
職
員
（
海
上

保
安
官
「
保
大
初
任
科
」）

《
受
付
期
間
》
２
月
20
日
（
木
）
～ 

３

月
24
日
（
月
）

《
試
験
日
程
》

第
一
次
試
験
：
５
月
25
日
（
日
）

《
受
験
資
格
》
平
成
７
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
者
で
、
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
８

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者
並
び
に
人
事
院
が
こ
れ
ら
の
者

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
海
上
保
安
庁
職
員
採
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
及
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

https://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
６
２
（
２
２
）
０
１
１
８

ご
入
学
＆
ご
卒
業

ご
入
学
＆
ご
卒
業

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
入
学

ご
入
学

ご
卒
業

ご
卒
業

★
天
塩
小
学
校

★
天
塩
小
学
校

《
富
士
見
団
地
》
池
端

　
桃
詩

《
富
士
見
団
地
》
池
端

　
桃
詩

《
富
士
見
団
地
》
鎌
田

　
悠
稀

《
富
士
見
団
地
》
鎌
田

　
悠
稀

《《
山
手
通
８

山
手
通
８
》
齋
藤

　
す
ず

》
齋
藤

　
す
ず

《《
緑
新
団
地

緑
新
団
地
》
佐
藤

　
結
音

》
佐
藤

　
結
音

《《
新
栄
通

新
栄
通
1212
》
藤
原

　
　
慧

》
藤
原

　
　
慧

《《
１

丁

目

１

丁

目
》
前
山

　
い
と

》
前
山

　
い
と

《
山
手
裏
通
８
》
吉
田

　
香
晴

《
山
手
裏
通
８
》
吉
田

　
香
晴

《
山
手
裏
通
１
》
渡
邉
こ
な
つ

《
山
手
裏
通
１
》
渡
邉
こ
な
つ

※
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み

※
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
し
て
い
ま
す
。

★
天
塩
中
学
校

★
天
塩
中
学
校

《《
山
手
通

山
手
通
1010
》
稲
田
宗
一
郎

》
稲
田
宗
一
郎

《《
新
地
通

新
地
通
1010
》
岩
西

　
星
奈

》
岩
西

　
星
奈

《
雄
信
内
団
地
》
倉
田
千
愛
希

《
雄
信
内
団
地
》
倉
田
千
愛
希

《《
雄

信

内

雄

信

内
》
光
野

　
洋
音

》
光
野

　
洋
音

《《
山
手
通
８

山
手
通
８
》
齋
藤

　
好
生

》
齋
藤

　
好
生

《《
新
地
通
９

新
地
通
９
》
齋
藤

　
大
我

》
齋
藤

　
大
我

《《
雄

信

内

雄

信

内
》
笹
本

　
夏
帆

》
笹
本

　
夏
帆

《《
新
栄
通

新
栄
通
1010
》
髙
柴

　
　
歌

》
髙
柴

　
　
歌

《《
辰

子

丑

辰

子

丑
》
髙
橋

　
一
聖

》
髙
橋

　
一
聖

《《
新
開
通
９

新
開
通
９
》
竹
之
内
　
墾

》
竹
之
内
　
墾

《《
山
手
通
７

山
手
通
７
》
田
中
　
慈
樹

》
田
中
　
慈
樹

《《
海
岸
通
７

海
岸
通
７
》
松
村
　
斗
雅

》
松
村
　
斗
雅

《《
海
岸
通
３

海
岸
通
３
》
森
本
　
青
空

》
森
本
　
青
空

《《
南

町

南

町
》
山
﨑
　
渉
介

》
山
﨑
　
渉
介

《《
南
開
団
地

南
開
団
地
》
結
城
　
皓
介

》
結
城
　
皓
介

《《
南

町

南

町
》
横
尾
　
真
宏

》
横
尾
　
真
宏

《《
山
手
通
９

山
手
通
９
》
吉
田
　
怜
生

》
吉
田
　
怜
生

《《
新
栄
通
５

新
栄
通
５
》
吉
光
　
遼
眞

》
吉
光
　
遼
眞

税

務

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

■
国
税
の
納
付
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

国
税
の
納
付
に
は
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
、
下
記
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
は
、
簡
単
・
便
利
に
納

付
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利
用
す
れ

ば
、
確
定
申
告
期
等
の
窓
口
が
混
雑
す

る
時
期
に
、
金
融
機
関
や
税
務
署
に
出

向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で

納
付
が
で
き
ま
す
。

《
振
替
納
税
》
事
前
に
税
務
署
又
は
金

融
機
関
に
届
け
出
る
こ
と
で
、
振
替
日

に
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
一
度
届
出
を
行
え

ば
継
続
し
て
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

《
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
》
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
等
か
ら
、「
国
税
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
お
支
払
サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ

ス
し
、
必
要
事
項
を
入
力
す
る
だ
け
で

納
付
が
で
き
、
事
前
の
届
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
納
付
税
額
に
応
じ

た
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

《
そ
の
他
の
納
付
手
段
》
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
・

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
等
、
ご
自
身
に

合
っ
た
納
付
手
段
を
選
択
で
き
ま
す
。

◆
申
告
書
等
の
送
付
あ
て
先
◆

札
幌
国
税
局　

業
務
セ
ン
タ
ー
旭
川
分
室

〒
０
７
８
‐８
５
０
７　

旭
川
市
宮
前
１

条
３
丁
目
３
番
15
号　

旭
川
合
同
庁
舎

▲納付手段について
詳しくはこちら
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自
衛
官
等
採
用

試
験
の
ご
案
内

財

務

専

門

官

採

用

試

験

国

税

専

門

官

採

用

試

験

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、財
政
・

金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

《
受
験
資
格
》

⑴
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
８

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者 

②
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を

卒
業
し
た
者
及
び
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
》

２
月
20
日（
木
）９
時
～
３
月
24
日（
月
）

〔
受
信
有
効
〕

・
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
：https://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

《
第
１
次
試
験
》
５
月
25
日
（
日
）

《
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
》
６
月

17
日
（
火
）
９
時

《
第
２
次
試
験
》
７
月
１
日
（
火
）
～

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務

署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
国
税
専

門
官
採
用
試
験
に
新
試
験
区
分（
理
工
・

デ
ジ
タ
ル
系
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
試
験
区
分
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

で
は
、
基
礎
数
学
、
情
報
数
学
・
情
報

工
学
、
物
理
、
化
学
等
が
試
験
科
目
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
く
理
工
・
デ

ジ
タ
ル
系
の
方
が
受
験
し
や
す
い
試
験

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
、
必
須

の
出
題
数
を
大
幅
に
削
減
し
「
選
択
必

須
科
目
」
を
新
設
す
る
こ
と
で
、
受
験

生
の
専
門
性
に
合
わ
せ
て
受
験
で
き
る

よ
う
に
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
22
％

だ
っ
た
人
物
試
験
の
配
点
比
率
を
30
％

に
引
き
上
げ
、
人
物
重
視
の
試
験
に
見

７
月
４
日
（
金
）
の
う
ち
第
１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

《
最
終
合
格
者
発
表
日
》８
月
12
日（
火
）

９
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１　

内

線
４
２
５
２

■
予
備
自
衛
官
補
募
集

　

本
制
度
は
、
予
備
自
衛
官
に
な
る
た

め
に
教
育
訓
練
を
受
け
る
制
度
を
い

い
、
一
般
社
会
人
、
大
学
生
等
、
自
衛

官
未
経
験
者
が
対
象
で
す
。

《
本
制
度
の
特
徴
》

①
訓
練
参
加
時
の
手
当
、
交
通
費
等
が

支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
予
備
自
衛
官
任
官

後
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
現
在
の
住
所
、
職
業
を
維
持
し
つ
つ

招
集
の
都
度
、
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

《
試
験
区
分
（
一
般
）》

・
応
募
条
件
：
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

・
資
格
等
：
採
用
年
齢
に
該
当
す
る
方
な

ら
応
募
可
能

《
試
験
区
分
（
技
能
）》

・
応
募
条
件
：
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

格
等
を
有
す
る
方
（
資
格
に
よ
り
年
齢
の

上
限
が
52
歳
未
満
～
55
歳
未
満
）

※
国
家
免
許
資
格
と
は
、
語
学
、
医
療
、

整
備
、
情
報
通
信
等
を
い
い
、
細
部
に

つ
き
ま
し
て
はhttps://w

w
w.m

od.
go.jp

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

《
受
付
期
間
》
既
開
始
～
４
月
８
日

《
試
験
期
日
》
４
月
６
日
～
20
日
（
い

ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

稚
内
地

域
事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

直
し
て
い
ま
す
。

　

法
文
系
の
方
は
「
国
税
専
門
Ａ
区

分
」、
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
の
方
は
「
国

税
専
門
Ｂ
区
分
」
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

２
０
２
５
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
Ａ
区
分
・
Ｂ

区
分
共
通
）。

《
受
験
資
格
》

⑴
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
な

ど
別
に
定
め
る
者　

《
申
込
受
付
期
間
》申
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
月
20
日（
木
）９
時
～
３
月
24
日（
月
）

〔
受
信
有
効
〕

・
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
：https://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

（「
財
務
専
門
官
採
用
試
験
」
と

同
じ
ア
ド
レ
ス
で
す
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
は
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

《
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試
験
、
専

門
試
験（
多
肢
選
択
式
及
び
記
述
式
）】》

５
月
25
日
（
日
）

《
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
》
６
月

17
日
（
火
）
９
時

《
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
及
び
身
体

検
査
】》
６
月
23
日
（
月
）
～
７
月
４

日
（
金
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

《
最
終
合
格
者
発
表
日
》８
月
12
日（
火
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
５
０
１
１　

内

線
２
３
１
５
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北
海
道
で
は
、農
業
の
生
産
性
向
上
、

農
業
経
営
や
農
村
生
活
の
改
善
な
ど
に

関
す
る
技
術
や
知
識
を
、
試
験
研
究
機

関
や
農
業
関
係
団
体
と
連
携
し
農
業
者

に
普
及
指
導
す
る
「
普
及
職
員
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
普
及
セ
ン
タ
ー
の
活
動
な
ど

を
通
じ
、
普
及
職
員
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
願

い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
農
政
部
生
産
振
興
局
技
術
普
及

課
普
及
推
進
係

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
５
３
７
９

普
及
職
員
（
農
業
）

の
募
集
に
つ
い
て

◀採用試験の
概要について

（道人事委員会事
務局任用課 HP）

▶普及職員（農
業）の業務内容
について

（普及職員（農業）
職員採用のページ）

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

の
募
集
に
つ
い
て

　

留
萌
開
発
建
設
部
で
は
、
河
川
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。こ
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
適
正
な
河
川
利
用
や
河
川
環

境
を
維
持
し
、
併
せ
て
河
川
愛
護
思
想

を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

■
募
集
要
項

《
応
募
資
格
》
満
18
歳
以
上
の
健
康
な
方

で
、
モ
ニ
タ
ー
区
間
か
ら
お
お
む
ね
５
㎞

以
内
に
居
住
さ
れ
、
河
川
に
接
す
る
機
会

が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
方

《
活
動
内
容
》

① 

毎
月
１
回
程
度
、
モ
ニ
タ
ー
区
間

の
河
川
に
関
し
て
、
河
川
の
利
用
、
河

川
の
環
境
等
の
河
川
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

② 

当
部
が
主
催
又
は
協
賛
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

《
モ
ニ
タ
ー
区
間
》

天
塩
川
：
天
塩
町
天
塩
川
河
口
か
ら

（
下
流
） 

天
塩
町
天
塩
川
河
川
公
園
北

端
ま
で

《
募
集
人
員
》
１
名

《
任
期
》
令
和
７
年
５
月
１
日
（
木
）

～
令
和
７
年
10
月
31
日
（
金
）

《
報
酬
》 

４
，０
０
０
円
／
月

《
応
募
方
法
》
ハ
ガ
キ
又
は
任
意
の
用

紙
に
次
の
①
～
⑥
を
記
載
の
上
、
応
募

先
ま
で
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
応
募
願

い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
す
る
場

合
は
、
次
の
①
か
ら
⑥
を
記
載
の
上
、
応

募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
記
載
い
た
だ
い
た
個
人

情
報
は
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
選
考
及
び

選
考
結
果
の
通
知
に
使
用
し
、
そ
れ
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

① 

氏
名
・
生
年
月
日

② 

住
所
・
電
話
番
号

③ 

職
業
（
※
公
務
員
の
方
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
）

④ 

活
動
を
希
望
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
区
間

（
河
川
名
）

⑤ 

自
治
会
（
町
内
会
）
等
の
地
域
に
密

着
さ
れ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
会

の
名
称
と
役
職

⑥ 

そ
の
他
応
募
理
由
、
河
川
へ
の
感
想
等

あ
れ
ば
記
載
く
だ
さ
い
。

《
募
集
締
切
》
３
月
17
日
（
月
）
※
必
着

《
選
考
方
法
》
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

自
治
会
等
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と
し
、
留
萌
開

発
建
設
部
の
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
、
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
開
発
建
設
部 

公
物
管
理
課

〒
０
７
７
‐８
５
０
１ 

留
萌
市
寿
町
１
丁

目
68
番
地

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
１
５ 

内
線

３
４
８

FAX
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
３
５

✉hkd-rm
-kasenaigo@

gxb.m
lit.

go.jp

北

海

道

警

察

官

募

集

■
令
和
７
年
度
（
第
１
回
）
北
海
道
警
察

官
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

～
「
北
海
道
は
私
た
ち
が
守
る
」
～

《
試
験
概
要
》

⑴
採
用
予
定
人
数：２
５
０
名
程
度

男
性
Ａ
区
分：１
４
０
名
程
度

男
性
Ｂ
区
分：
40
名
程
度

女
性
Ａ
区
分：
50
名
程
度

女
性
Ｂ
区
分：
20
名
程
度

⑵
受
験
資
格

・
学
歴

Ａ
区
分：
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）等
を
卒
業
し
た
者（
令

和
８
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）
※
高
度
専
門
士
の
称
号

を
取
得
又
は
令
和
８
年
３
月
末
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む

Ｂ
区
分：Ａ
区
分
以
外
の
者
（
学
校
教
育

法
に
よ
る
高
等
学
校
在
学
中
の
者
を
除

く
）

・
年
齢

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
令
和
８
年

４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
）

《
北
海
道
警
察
の
魅
力
》

⑴
「
北
海
道
は
私
た
ち
が
守
る
」
警
察
官

の
仕
事
は
交
番
勤
務
や
犯
罪
捜
査
、
防
犯

活
動
、
交
通
指
導
取
締
、
災
害
救
助
等
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
自
身
の
特
技
・
個
性
を

活
か
し
て
、
北
海
道
を一緒
に
守
り
ま
せ
ん

か
？

⑵
「
Ｏ
Ｎ
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
あ
る
職
場
！
仕
事

も
私
生
活
も
充
実
！
」
北
海
道
警
察
は
仕

事
の
や
り
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、
私
生
活
の

充
実
も
大
切
に
す
る
組
織
で
す
。
休
暇
や

給
料
、
育
児
や
介
護
と
の
両
立
等
、
私
生

活
も
充
実
さ
せ
た
い
方
に
と
っ
て
魅
力
あ

ふ
れ
る
組
織
で
す
。

《
説
明
会
等
に
つ
い
て
》

「
ま
ず
は
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

北
海
道
警
察
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
対
面
型
等
、

各
種
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
、
リ
ア
ル
な
道
警
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
説
明
会
の
案
内
は
、

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
採
用
セ
ン

タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
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4 月号へ掲載を

希望する方は、

3 月 12 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　3 月は寒さも峠を越え、しだいに春の暖かさを感じ
られる季節となります。この時期に注意が必要な災害
の１つが「なだれ」です。なだれには、古い積雪の上
に新しく積もった雪の層が滑り落ちる「表層なだれ」
と、気温の上昇や降雨によって雪がとけ、積雪層の下
部と地面との間が滑りやすくなって、積雪層全体が滑
り落ちる「全層なだれ」の 2 種類の形態があります。
それぞれ「大雪」、「気温上昇」という気象現象を要因
として発生しやすくなる特徴を踏まえ、気象台では、
24 時間降雪量や日平均気温をもとに基準を設定し、
なだれが発生しやすい気象状況が予想される場合には

「なだれ注意報」を発表して災害への注意を呼びかけ
ています。
　なだれ災害から身を守るために、登山やスキーなど
のレジャーの際には、急な斜面などの危険な場所には
近づかないようにしましょう。また、大雪が降った後
に穏やかに晴れて気温が上がる日は、積雪層が滑りや
すく、雪下ろしや屋根からの落雪による事故が起こり
やすくなります。
　最新の天気予報や防災気象情報を利用して、なだれ
や落雪などの災害・事故に遭わないようにしましょう。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

なだれや落雪に注意

"cafe Te to Te +
"

ス
タ
ッ
フ
募
集

は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス

メ
ン
バ
ー
募
集

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
優
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
活
動
を
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
で
の
売
り
上
げ
金
を
活
動
資
金

と
し
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま
す
。
様
々
な
催
し

を
企
画
し
、
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過

ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

ス
タ
ッ
フ
対
象
は
高

校
生
か
ら
で
、
職
業
や
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
見
学
か
ら
で
も
大
歓
迎
で
す
♪ 

今
ま
で
の
活
動
内
容
はFacebook

や

Instagram

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

●Facebook

：cafe Te to Te

＋

●Instagram

：te to te cafe

　
場
所
は
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸
通
４

丁
目
：
旧
広
海
ス
ー
パ
ー
跡
地
）
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

髙
橋
貴
子

☎
０
９
０
（
６
４
４
４
）
７
０
８
２

　

は
ま
な
す
コ
ー
ラ
ス
で
は
、
一
緒
に

歌
う
仲
間
を
募
集
中
で
す
♪　

楽
譜
が

読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
！　

間
違
っ
て

も
大
丈
夫
！　

一
曲
ず
つ
ゆ
っ
く
り
す

す
め
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

混
声
３
部
合
唱
で
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル

ト
、
男
性
パ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
年
齢

性
別
問
わ
ず
大
大
大
歓
迎
で
す
!!

　

み
ん
な
で
ハ
モ
る
楽
し
さ
は
気
分
が

上
が
り
ま
す
よ
♪

　

活
動
と
し
て
は
、
秋
の
文
化
祭
や
留

萌
地
区
の
合
唱
発
表
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

毎
週
月
曜
19
時
か
ら
21
時
ま
で
、
福

祉
会
館
大
ホ
ー
ル
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
ね
☆

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

太
田
陽
子

☎
０
９
０
（
９
０
８
９
）
２
０
９
６

岸
山
久
美
子

☎
０
９
０
（
５
０
５
４
）
６
３
３
７

全層なだれ

地面

すべり面
（弱層）

表層なだれ

地面

すべり面
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天塩町と外国。
外国人との国際交流や多文化共生について聞いてみました

　中国を含むアジア圏では１月 29 日に旧正月を迎えました。以前、日本語学
習支援者養成講座を稚内市で受講したこともあり、同市で 1 月 26 日に開催さ
れたベトナムの旧正月（テト）を祝うイベントに参加し、技能実習生の方々か
ら元気をもらいました。
　これまでの協力隊活動で、町内で
も技能実習生など在住外国人向けの
多文化共生イベントを支援したり、
来町した姉妹都市ホーマーの市民と
交流してきましたが、今回は住民の
皆さまが日ごろどのように外国人と
交流・対話しているのか、感じると
ころの声を一部ですが聞いてみるこ
とにしました。そうした声から、こ
れからの交流や多文化共生支援のヒ
ントにつながるかもしれません。こ
れからも、町で私を見かけたらいつ
でもご意見をお聞かせいただきたい
です。（三國）

▲多文化共生イベントにて餅つき体験の様子（令和 6 年 11 月 17 日）

これまでイギリスやシンガポールなど外国からも農泊滞在者は多かったのですが、日本
語を話せることを条件としました。受入れ人数で特に多かったのは台湾です。滞在者に
は夕食の調理をお願いしていますが、調味料持参には驚きました。その他、中国の方が
作る餃子など、料理に多文化を感じました。

30 年前、天塩高校の交換留学生だったチャーリーさんと昨年、何年かぶりで
会うことができました。息子が帰ってきたのと変わらない感がありました。陶
芸クラブで箸置きを一緒につくりホーマー市民と交流したときも、いつもと変
わらない気持ちで人と接しましたし、これからもそうしたいと思います。

農泊

吉田哲弘さん
（おのっぷ農園）

酪農業

吉田京子さん

建設業

鹿児島剛さん

宿泊業

高田壽裕さん

笑顔で接することを意識しています。以前、雄信内の五十嵐さんがお連れした外国人に
挨拶するとき、夫はかなり緊張していたみたいだけれど、ハーイとお互いに笑顔で挨拶
できたのは、自分でも意識しているからだと思いました。

町に住んでいて、外国人との接点、交流、思いなどありますか？

現在、インドネシアを中心に技能実習生が除雪作業に従事しています。技能実習２号の場
合、最長３年と実習期間が決まっているため、制度は協力隊と似ているかもしれません。
条件のすり合わせは個々の事情があるため、なるべく客観的に受入れを行っています。

自然ガイドだというカナダ人宿泊客が印象的でした。漁業用の浮き玉を集めたくて町に
来たとのことでした。すぐに息子を呼びました。今の時代はスマホ翻訳が使えるので、
それを使って息子たちは会話し盛り上がっていました。

陶芸

伊藤千枝子さん

三國
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

2月 23 24 25 26 27 283 月 1
●町民スキー場最終日

（予定）
○天塩高卒業式

9 時 20 分～

2 3 4 5 6 7 8
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 初回　10 時
・ 優良　13 時
・ 一般　13 時 45 分
・ 違反　15 時
☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

○託児の日

9 10 11《町内回覧日》 12 13 14 15
○あいあいクラブ
プチ相談会

+ 眼科外来
○天塩中卒業式

10 時～
☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時

○啓徳小卒業式
10 時～

16 17 18 19 《春分の日》 20 21 22
+ 糖尿病内科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○天塩小卒業式
9 時 30 分～

23 24 25《町内回覧日》 26 27 28 29
+ 眼科外来
○小・中学校修了式

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+ 産婦人科外来 + 小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○こども園卒園式

30 314 月 1 2 3 4 5

令和 7 年令和 7 年  　  　月月33令和 7 年令和 7 年  　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・3 月の回覧日は 12 日と 26 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月
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病院だより

◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（2）1058

私、60歳、看護師という職業と共に生きる

No.97

　

高
校
２
年
の
夏
休
み
明
け
、
担
任
の
先
生

に
『
進
路
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？
』
と

聞
か
れ
た
。
小
さ
い
時
は
「
花
屋
さ
ん
」
と

か
、「
歯
医
者
さ
ん
」
と
か
自
分
が
見
た
職

業
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
。
高
校
生
に
な
っ

て
も『
な
り
た
い
職
業
』が
見
つ
け
ら
れ
ず
、

そ
れ
を
探
す
た
め
に「
短
大
に
進
学
し
た
い
」

と
答
え
た
（
そ
の
頃
の
女
子
は
大
学
で
は
な

く
短
大
が
主
流
だ
っ
た
）。

　

３
年
に
な
っ
た
時
、
親
に
進
路
に
つ
い
て

相
談
し
た
。
両
親
は
「
女
は
就
職
し
て
結
婚

し
て
家
庭
を
持
つ
こ
と
」「
う
ち
は
裕
福
で

は
な
い
。
女
に
短
大
に
行
く
学
費
は
出
せ
な

い
」
と
も
言
わ
れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
弟
二

人
は
、「
自
分
達
は
大
学
行
か
な
い
か
ら
、

お
姉
ち
ゃ
ん
を
学
校
に
行
か
せ
て
あ
げ
て
」

と
親
に
頼
ん
で
く
れ
た
。
し
か
し
親
は
「
就

職
し
な
さ
い
」
と
意
見
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
女
の
幸
せ
は
結
婚
な
の
か
？　

そ
も
そ

も
私
は
結
婚
出
来
る
の
か
？　

結
婚
し
て
も

旦
那
さ
ん
が
先
に
亡
く
な
っ
た
ら
？　

離
婚

し
ち
ゃ
っ
た
ら
？　

私
は
一
人
で
生
き
て
い

け
る
の
か
？　

そ
の
頃
に
は
親
は
い
な
い
だ

ろ
う
し
、
弟
に
も
頼
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な

い
。
一
人
で
生
き
て
い
け
る
職
業
は
何
か
を

考
え
続
け
た
。

　

そ
し
て
17
歳
の
私
が
考
え
た
答
え
は
、
資

格
を
持
つ
職
業
。
そ
れ
は
美
容
師
か
看
護
婦

（
以
前
は
看
護
婦
と
呼
ば
れ
て
た
）
の
二
つ

だ
っ
た
。
資
格
が
あ
る
職
業
な
ら
一
人
で
も

生
き
て
い
け
る
。
美
容
師
と
看
護
婦
ど
ち
ら

を
選
ぶ
か
？　

美
容
師
は
素
敵
な
髪
形
に
し

て
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
申
し
訳
な
い
。ま
た
、

自
分
で
稼
い
で
学
費
を
出
さ
な
け
れ
ば
親
を

説
得
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
小
さ
な
医

院
に
住
み
込
み
、
昼
間
は
看
護
師
見
習
い
で

働
き
、
看
護
学
校
に
通
う
と
い
う
選
択
だ
っ

た
。
本
来
だ
っ
た
ら
３
年
制
の
看
護
学
校
へ

の
進
学
だ
が
、
私
は
准
看
護
婦
養
成
の
２
年

制
、
夜
間
の
専
修
学
校
に
進
学
し
た
。
親
は

「
自
分
で
決
め
て
自
分
で
進
む
の
な
ら
」
と

反
対
は
し
な
か
っ
た
。

　

誰
が
決
め
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
自
分
で
決
め

た
こ
と
と
は
い
え
親
元
を
離
れ
、
辛
い
こ
と

が
多
か
っ
た
。
辛
く
て
公
衆
電
話
か
ら
母
に

泣
き
な
が
ら
電
話
し
「
辛
い
」
と
い
う
こ
と

を
話
す
と
「
も
う
い
い
か
ら
戻
っ
て
お
い

で
」
と
電
話
口
の
母
も
泣
い
て
い
た
。
で

も
、
こ
の
ま
ま
地
元
に
帰
っ
て
も
私
の
居
場

所
は
な
い
。
辛
く
て
も
苦
し
く
て
も
自
分
が

決
め
た
道
だ
か
ら
頑
張
る
し
か
な
い
と
考
え

直
し
た
。
今
思
い
出
し
て
も
あ
の
２
年
間
が

私
を
強
く
し
て
く
れ
た
時
間
で
あ
っ
た
と
感

じ
る
。

　

准
看
護
婦
と
な
り
留
萌
か
ら
札
幌
に
出
て

新
設
の
脳
神
経
外
科
に
就
職
。
私
の
看
護
師

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
。
尊
敬
で
き
る
看
護
部

長
、
師
長
、
厳
し
い
先
輩
、
助
け
あ
う
同

僚
、
そ
し
て
医
療
は
チ
ー
ム
で
あ
る
と
教
え

て
く
れ
た
院
長
先
生
。
医
療
に
携
わ
る
職
種

は
上
下
関
係
で
は
な
く
チ
ー
ム
の
一
員
だ
っ

た
。
脳
・
脊
椎
の
専
門
病
院
、
２
次
救
急
指

定
病
院
の
看
護
師
と
し
て
沢
山
の
学
び
と
出

会
い
が
あ
っ
た
。
看
護
師
の
先
輩
に
「
看
護

師
人
生
な
ん
て
あ
っ
と
い
う
間
だ
よ
、
30
過

ぎ
た
ら
坂
を
転
げ
る
く
ら
い
の
早
さ
な
ん
だ

か
ら
、
早
く
准
看
護
師
じ
ゃ
な
く
正
看
護
師

に
進
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
夜
間
の

学
校
で
３
年
間
学
び
、
正
看
に
な
っ
た
の
は

30
歳
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
看
護
師
と
し
て
仕
事
や
生
活

は
加
速
度
を
増
し
て
過
ぎ
て
い
っ
た
。
自
分

が
60
歳
、
看
護
師
と
し
て
の
仕
事
の
定
年
に

な
る
な
ん
て
遠
い
未
来
の
話
と
思
っ
て
い
た

の
に
。
先
輩
の
言
葉
は
本
当
だ
っ
た
。
地
元

天
塩
に
戻
っ
て
き
て
今
年
で
12
年
、
私
は
60

歳
に
な
っ
た
。
高
校
生
の
時
に
「
地
元
に
は

絶
対
戻
ら
な
い
」
っ
て
決
め
て
い
た
。
札
幌

で
ず
っ
と
看
護
師
を
続
け
る
と
思
っ
て
い

た
。
札
幌
に
い
な
け
れ
ば
看
護
師
と
し
て
の

新
し
い
知
識
や
技
術
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
た
か
ら
だ
。で
も
、天
塩
に
戻
っ

て
き
て
、
そ
れ
は
自
分
の
行
動
や
気
持
ち
次

第
で
あ
り
、
学
ぶ
気
持
ち
が
あ
れ
ば
住
環
境

に
関
係
な
く
ど
こ
に
居
て
も
学
べ
る
と
実
感

し
た
。

　

脳
外
科
の
看
護
師
の
経
験
は
十
分
あ
っ
て

も
天
塩
に
戻
っ
て
き
た
ら
、
ま
る
で
新
人
。

新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ど
ん
な
状
況
に

で
も
対
応
で
き
る
町
立
病
院
の
看
護
師
は
す

ご
い
と
感
じ
た
。
そ
し
て
町
民
の
み
な
さ
ん

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
頼
れ
る
存
在
で

あ
る
と
も
感
じ
た
。
大
き
な
専
門
病
院
で
は

な
い
け
れ
ど
、
町
民
を
24
時
間
断
る
こ
と
な

く
診
療
し
入
院
療
養
の
継
続
。
専
門
性
の
高

い
治
療
が
必
要
な
時
は
繋
い
で
く
れ
る
。
町

民
が
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
て
い
る
病

院
ス
タ
ッ
フ
が
居
る
所
は
、
都
市
部
で
は
考

え
ら
れ
な
い
。
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
け
れ

ど
、
町
の
小
さ
な
病
院
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

こ
と
が
沢
山
あ
る
。
顔
の
見
え
る
関
係
性
、

病
院
の
み
な
ら
ず
、
役
場
の
保
健
師
や
介
護

施
設
と
の
連
携
、
ど
の
職
種
ど
の
ス
タ
ッ
フ

も
患
者
さ
ん
や
、
町
民
の
生
活
を
支
援
し
見

守
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
町
民
の
皆
様
も
ま

た
、
自
分
以
外
の
誰
か
を
支
え
て
い
る
。
人

口
２
６
０
０
人
余
り
の
天
塩
町
だ
け
ど
、
こ

こ
に
は
豊
か
で
温
か
い
人
々
の
気
持
ち
が
詰

ま
っ
て
い
る
。

　

私
は
外
来
や
病
棟
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
、
今

で
い
う
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
（
看
護
補
助
者
）
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
師
長
と
い
う
役
割
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
だ
終
わ
り
で

は
な
い
け
れ
ど
、
振
り
返
る
と
幸
せ
な
看
護

師
人
生
だ
っ
た
。
看
護
師
と
い
う
職
業
を
、

あ
の
高
校
３
年
で
決
断
し
た
私
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
結
婚
で
き
な
い
か

も
？
（
結
婚
し
な
い
か
も
？
）
は
意
外
と
未

来
予
想
出
来
て
い
た
の
か
も
…
…
。

　

あ
ら
た
め
て
、
４
月
か
ら
は
『
師
長
』
で

は
な
く
「
佐
々
木
看
護
師
」
と
呼
ん
で
く
だ

さ
い
ね
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
町
立
病
院
の

応
援
と
ご
支
援
を
ど
う
か
お
願
い
致
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
看
護
師　

佐
々
木
千
代
子
）
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◆お問い合せ先◆　福祉課ふれあい係　☎（2）1728

つらくても「助けて」が言えない人がいます
～3月は「自殺対策強化月間」です～

　

悩
み
が
不
安
が
あ
る
の
に
、「
恥
ず
か
し

い
」「
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」「
ど
う
せ
誰

に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
一
人
で
抱

え
込
ん
で
し
ま
う
方
が
多
く
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
ト
レ
ス
が
強
す
ぎ
た
り
、
抑
う
つ
状

態
が
長
く
続
く
と
、
心
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

悩みを誰かにうちあけて、助けを求め、
問題の解決を図ろうとすることは、恥ずかしいことではありません。
つらい時は誰かに話をきいてもらうだけでも、心が落ち着きます。

どうか、少しだけ勇気を出してＳＯＳを伝えてください。

消
耗
し
て
し
ま
い
、
自
ら
「
助
け
て
！
」
と

声
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
“い
つ

も
と
違
う
”
様
子
に
気
づ
い
た
ら
、
勇
気
を

出
し
て
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

□ さまざまな身体的な不調を訴える
□ 突然泣いたり、イライラを爆発させるなど感情が不安定 
□ 身なりを気にしなくなった
□ 交際が減り、引きこもりがちになる
□ よく眠れていないようである
□ 極端に食欲がなくなり、体重が減少したようにみえる
□ 職場を無断欠勤したり、行方がわからなくなったりする
□ これまで関心があったことに興味を失う
□ 死にとらわれたり、自殺をほのめかす

気づく 周りの人の変化に気づく

① 心配していることを伝え、無理なく話せる環境をつくりましょう。
② 悩みを真剣な態度で受け止めましょう。
③ 相手の気持ちを尊重し、責めたり、否定したりしないようにしましょう。
④ 相手の気持ちに寄り添い、ねぎらいましょう。

本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける聴く

　たとえ解決が難しく思える悩みや問題でも、解決の糸口はあるものです。
　相談者の話を聞いたら抱え込まず、相談窓口の情報を提供したり、早め
に専門家に相談するよう促してみましょう。状況が深刻な場合、まず周囲
の方が先に相談窓口に連絡してみたり、本人の相談に同伴するなど、確実
に相談窓口に繋がるようサポートすることも必要です。

早めに専門家に相談するよう促すつなぐ

　相談窓口につないでも、すぐに解決するわけではありません。その後も声をかけ
たり、負担をかけない配慮をするなど、周りの人みんなで見守ることが大切です。

あたたかく寄り添いながら、じっくり見守る見守る

大切な人のサインに気づい
たら、あなたのできる範囲
で声をかけてみましょう。

家族や友達、職場の人に
このようなサインは
見られませんか？

◆こころの健康に関する相談窓口◆ 生
き
づ
ら
び
っ
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

こ
こ
ろ
の

ほ
っ
と
チ
ャ
ッ
ト

《死にたい気持ちについて》
○北海道いのちの電話
　☎ 011（231）4343
○旭川いのちの電話
　☎ 0166（2）4343

《こころの健康について》
○留萌保健所
　☎ 0164（42）8327
○福祉課ふれあい係
　☎ 01632（2）1728

～今、悩みを抱えている方へ～
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天
龍
歌
留
多
倶
楽
部
主
催
に
よ
る
「
第

16
回 

道
北
・
道
東
下
の
句
歌
留
多
大
会
が
、

て
し
お
温
泉
夕
映
を
会
場
に
１
月
18
日
夜
か

ら
19
日
朝
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
町
内
チ
ー

ム
を
は
じ
め
、
稚
内
、
枝
幸
、
幌
延
、
初
山

別
、
羽
幌
、
留
萌
、
旭
川
、
帯
広
な
ど
９
市

町
村
23
チ
ー
ム
69
名
の
選
手
が
出
場
し
、
木

札
を
取
り
合
う
、白
熱
し
た
戦
い
が
夜
通
し
、

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。
優
勝
「
白
波

の
飛
沫
」《
枝
幸
》
鶴
田
遥
奈
・
鶴
田
竜
斗
・

須
磨
法
明
、
準
優
勝
「
天
龍
の
桃
」《
天
塩
》

池
端
静
香
・
畠
山
賢
太
・
西
川
綾
人
、
３
位

「
北
都
の
竹
」《
稚
内
》
青
山
龍
拳
・
奥
平
麻

鈴・斎
藤
茉
唯
華
、３
位「
白
波
の
飛
沫
」《
枝

幸
》
小
川
加
寿
貴
・
小
室
亮
輔
・
炭
谷
知
輝
、

敢
闘
賞
「
千
田
百
萌
」《
旭
川
》
新
田
浩
司

　

１
月
10
日
、
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
新
春
小
学
生
書
初
め
会
」
が
福
祉
会
館
に

て
開
催
さ
れ
小
学
１
～
６
年
生
・
13
名
が
参

加
し
、
書
道
講
師
の
指
導
も
と
書
い
た
13
名

分
の
作
品
と
、
ほ
か
天
塩
小
児
童
２
名
、
啓

徳
小
児
童
８
名
、
天
塩
中
生
徒
45
名
の
作
品

を
合
わ
せ
た
68
作
品
が
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
１
月
13
日
、
14
日
の
二
日
間
展
示
さ
れ

29
名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
各
学
年
ご
と

に
課
題
文
字
で
あ
る
「
ほ
し
」「
ゆ
め
」「
生

き
る
力
」「
も
ち
つ
き
」「
光
る
う
み
」「
美

し
い
海
」「
平
和
な
国
」「
天
塩
の
冬
」「
希

望
の
光
」「
公
明
正
大
」「
大
安
吉
日
」
を
小

学
生
が
、「
世
界
遺
産
」「
生
命
の
尊
重
」「
友

好
の
精
神
」
を
中
学
生
が
書
き
上
げ
、
全
作

品
の
中
か
ら
、
金
賞
９
名
、
銀
賞
９
名
、
銅

賞
８
名
、奨
励
賞
６
名
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
堀
口
組
（
留
萌
市
）
は
、
12
月

26
日
、
27
日
の
２
日
間
、
天
塩
厳
島
神
社
の

参
道
・
い
つ
し
ま
公
園
駐
車
場
の
除
雪
作
業

の
地
域
貢
献
を
行
い
ま
し
た
。
駐
車
場
か
ら

神
社
ま
で
の
参
道
約
２
３
０
ｍ
の
区
間
を
６

名
の
ス
タ
ッ
フ
と
ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
ー
型
の
除

雪
機
３
台
、
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
１
台
を
投
入
し

て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
１
月
21
日
、

役
場
に
て
感
謝
状
贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
同

社
の
堀
口
哲
志
代
表
取
締
役
社
長
、
林
靖
二

取
締
役
副
社
長
、
三
橋
政
彦
現
場
代
理
人
が

来
訪
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
吉

田
町
長
は
「
年
末
の
繁
忙
期
に
除
雪
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
町
民
を
含
め
、
初
詣
に

訪
れ
た
方
々
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
に
整
備

し
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
有
り
難
い
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
天
塩
町
の
有
志
が
近
隣
地
域

の
方
々
と
連
携
し
て
定
期
開
催
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

カ
フ
ェ「Te-to-Te
プ
ラ
ス
」

本
年
１
回
目
が
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
旧
ひ
ろ

う
み
店
舗
改
装
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
稚

内
市
を
拠
点
に
演
劇
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
舞
台
役
者
「
ほ
そ
や
も
く
め
」
さ
ん
に
よ

る
紙
芝
居
「
雪
わ
た
り
（
宮
沢
賢
治
）」
や

落
語
「
初
天
神
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
豊
富
町
で
開
業
し
た
パ
ン
店
舗
「
す
ず

パ
ン
」
さ
ん
の
出
店
に
よ
る
自
家
製
酵
母
の

カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、
米
粉
使
用
で
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
の
ベ
ー
グ
ル
の
販
売
、
鹿
シ
チ
ュ
ー
と

パ
ン・サ
ラ
ダ・デ
ザ
ー
ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
限
定
ラ
ン
チ
が
用
意
さ
れ
、
親
子
連
れ
な

ど
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

下
の
句
歌
留
多
大
会

新
春
書
初
め
展

厳
島
神
社
参
道
の

除
雪
で
地
域
貢
献

コ
ミ
ュ
カ
フ
ェ
で

紙
芝
居
や
落
語

▼てしお温泉「夕映」を会場に開催された歌留多大会の様子

▼福祉会館に展示された小中学生の作品

▼感謝状を贈呈された堀口社長（左）、三橋現場代理人（右）

▼コミュニティカフェでの落語鑑賞の様子

1月9日～2月12日
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１
月
31
日
、
天
塩
中
学
校
・
生
徒
に
よ
る

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
会
の
呼
び
掛
け
で
集
ま
っ
た
生
徒

と
教
員
約
50
名
が
、
認
定
こ
ど
も
園
「
お
ひ

さ
ま
」、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
愛
荘
」

「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
が
や
き
」
の
施
設
敷
地
と

付
近
の
高
齢
者
宅
（
４
戸
）
の
６
箇
所
を
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
手
分
け
し
な
が
ら
、
ス
コ
ッ

プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を
用
い
て
機
敏
に
動
き

ま
わ
り
約
１
時
間
を
か
け
て
除
雪
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
同
奉
仕
活
動
は
、
天
塩
中
学
校

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
に
対
し
て
の

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
例
年
同
時

期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
12
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
塩
川
を
清
流

に
す
る
会
は
「
天
塩
川
の
野
鳥
調
査
・
研
修

会
」
を
町
社
会
福
祉
会
館
に
て
開
催
し
、
会

員
、
北
海
道
開
発
局
留
萌
開
発
建
設
部
幌
延

河
川
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
等
25
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
師
と
し
て
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ロ

ベ
ツ
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
豊
富
町
）
の
長

谷
部
事
務
局
長
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
天

塩
地
域
の
野
鳥
の
種
類
や
生
態
、
鳴
き
声
の

違
い
等
の
特
徴
や
野
鳥
観
察
に
お
け
る
時
間

や
場
所
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
に
お
け
る
自
然
環
境
・
生

態
系
の
質
的
、
量
的
変
化
を
長
期
的
に
把
握

す
る
環
境
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
１
０
０
０
」
に
振
老
地
区
に
あ
る
旧
川

（
振
老
沼
）
が
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

天
中
生
が

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

天
塩
地
域
の

野
鳥
に
つ
い
て
学
ぶ

▼天塩中学生による除雪ボランティアの様子▼天塩地域の野鳥の特徴を学ぶ研修会の様子

町内に居住する 60歳以上の方で、心身ともに健康で団体生活や活動に支障がない方が入学できます！市街地以外にお住まいの方は、最寄りのバス停より送迎します。

修学旅行や学習などで別途徴収する場合があります。

修学旅行、郊外学
習

フロアカーリング
などの軽スポーツ

ものづくり、交流
会など趣味の拡充

ボランティア活動
、視聴覚教室、

自治会活動等を行
っています！

詳しくは教育委員
会

☎ 01632（2）10
26 まで

お問い合わせくだ
さい！



広
報
て
し
お
3
月
号
（
N
O
.812）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

企
画

商
工

課
広

報
情

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
今
月
の
表
紙
「
天
塩
漁
港
か
ら
の
ぞ
む
利

尻
富
士
」
：
今
月
の
表
紙
写
真
は
、
大
阪
府

高
槻
市
在
住
の
宇
恵
諒
介
さ
ん
か
ら
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。
宇
恵
さ
ん
は
普
段
か
ら
、

写
真
撮
影
の
た
め
各
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
天
塩
町
在
住

の
方
と
知
り
合
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
友

人
に
な
り
、
今
回
天
塩
町
を
初
め
て
訪
れ
、

友
人
宅
に
滞
在
し
な
が
ら
撮
影
し
た
風
景
写

真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
、
場
所
や
距
離
そ
し
て
時
間
の
制

約
を
越
え
て
人
と
繋
が
り
、
交
流
で
き
る
こ

と
を
生
か
し
、
天
塩
町
の
こ
と
を
多
く
の
方

に
深
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

（
緑
新
団
地
）

黒

川
　
由

教
　
さ
ん
（
35
歳
）

（
山
手
通
10
）

松

浦
　
則

文
　
さ
ん
（
42
歳
）

（
川
口
基
線
）

佐

藤
　
純

司
　
さ
ん
（
63
歳
）

　

（
緑
新
団
地
）

黒

川
　
颯そ
う
た
ろ
う

太
郎
　
さ
ん

由
教
さ
ん
・
依
里
奈
さ
ん
の
四
男

（
南
町
）

石

山
　
魅み

な

ぎ凪
　
さ
ん

直
人
さ
ん
・
千
穂
さ
ん
の
三
女

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，６３６ 人  （－ ６）

（令和 7 年 1 月 31 日現在）

㊚１，３５７ 人 （－ ４）
㊛１，２７９ 人 （－ ２）

--- 世帯数 ----------------
１，４４１世帯（－ ３）

3/31
・国民健康保険税（10期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
へ

《
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
》

札
幌
市　
　

ホ
ク
レ
ン
北
海
道
農
業
組
合
連
合
会　

様

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

《
香
典
返
し
と
し
て
》

緑
新
団
地　
　
　

黒

川　

依
里
奈　

さ
ん

山
手
通
10　
　
　

松

浦　

美

鈴　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

山
手
通
８　
　
　

森

野　

朋

子　

さ
ん

天
塩
町　
　
　
　

天
塩
町
母
子
寡
婦
会　

様

天
塩
町　
　
　
　

土

部

商

店　

様

■３月は滞納整理強化月間です
　留萌振興局では、強化月間中、給与・預金調査、その
他財産の差押を強化します。道税に未納がある方は、早
急に納付をお願いします。納付について相談がある方は、
留萌振興局税務課納税係☎０１６４（４２）８４１８ま
でご連絡ください。

■自動車の住所変更をお忘れなく！
　自動車税種別割は、４月１日現在の登録に基づいて課
税される税金です。「住所が変わったとき（変更）」「自
動車を売買したとき（移転）」「自動車を使用しなくなっ
たとき（抹消）」は、運輸支局で登録手続きをして下さい。
令和７年度の自動車税種別割納税通知書を確実にお届け
するために、３月中に手続きをお願いします。
☆変更登録が間に合わないときは……道税ホームページ
の「自動車税種別割住所変更手続」から納税通知書の送
付先の変更をしてください。自動車税種別割に関する
お問い合わせは、札幌道税事務所自動車税部☎０１１

（７４６）１１９０へお願いします。

■軽自動車のお手続きも 3 月中にお済ませください
　軽自動車税種別割（町税）は、４月１日現在に車体を
所有している方に課税されます。原動機付自転車や小型
特殊自動車などの車体を廃棄する時は、印鑑とナンバー
プレートをご持参の上、住民課税務係☎０１６３２（９）
７７５０で廃車手続きをしてください。

宇恵さんの
インスタグラム
@shkstgrm

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。


